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国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

モンゴル G101 青少年活動 個別 交替
2代目 2年 ・2019/1 ・2019/2 ・

2019/3

  

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

労働社会保障省

2）配属機関名（日本語）

オルホン県家族子供青年開発局

3）任地（ オルホン県エルデネト ） JICA事務所の所在地（ ウランバートル ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 鉄道 で 約 11.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

子供の権利保護や健全な子供の育成、そのために重要である健全な家族を育成することを目的に、児童福祉政策の策定
や事業を実施する県下の行政機関として1999年設立。当初は家族子供開発局であったが、のちに青年も対象に加わり家
族子供青年開発局となった。家族子供開発課、青少年開発課、家族子供保護課、モニタリング評価課の4つの課と青少年
開発センターからなる。スポーツや芸術に関する14のクラブ活動を運営しており、現在は約180人の子供が通っている。
2015～2017年まで、同局内でUNFPAが社会的弱者を対象に社会参画のためのトレーニング(ライフスキルトレーニング
プログラム)を実施した。

【要請概要】
1）要請理由・背景

同局では、青少年の健全な育成を目標とし、子供の権利保護やDV防止等のセミナーを予定しているが、まだ実施には至っ
ていない。現在活動中の青年海外協力隊(JV)は、クラブ活動での日本語の指導や日本文化紹介を中心に、青少年を対象
としたいじめについて考えるセミナーや、行政機関の関係者や大学生などを対象とした防災意識向上のためのセミナー
などを開催し、それらの活動は高く評価されている。引き続き後任JVにも、青少年の能力を伸ばすために自身の得意な
分野でクラブ活動を実施することや、セミナーなどのイベントや啓発活動に対するアイデアが求められている。また、
同局は仕事を持たない35歳までの若い世代に対し、社会で活躍するための技術を身に付けるクラスを開講し、手工芸の
クラスを拡充していく方針であり、JVにもアイデアや企画の協力が求められている。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1. 自身の得意な分野でのクラブ活動の指導
2. 青少年の健全な育成に役立つイベントやセミナーの提案および企画、運営
3. 子供の権利保護やDVを始めとした家族問題などに対する啓発活動、助言
4. 日本語教室におけるネイティブスピーカーとしての授業補助

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

教室、体育館、机、椅子等

4）配属先同僚及び活動対象者

同僚

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL04518B09_1.jpg?t=1535439496
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL04518B09_2.jpg?t=1535438765
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL04518B09_3.jpg?t=1535438765


局長(男性、40代)
青少年開発センター職員(女性3名、20～30代)
活動対象
主に小中高生、35歳までの青年

5）活動使用言語

モンゴル語

6）生活使用言語

モンゴル語

7）選考指定言語

【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（　　　　）　備考：

[参考情報]：

　・青少年を対象にした活動経験(2年以上)

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（ステップ気候）　気温：（-30～30℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
手工芸の指導経験があるとなおよい(クラスが開講されており、可能であれば指導の要望があるため)
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